
東京外国語大学ロンドン・オフィスは、英国ロ

ンドン大学東洋・アフリカ研究学院（SOAS）

と本学の協力関係を背景に、大英博物館からも近い

SOASのラッセルスクエア・キャンパス内に設置さ

れています。当初、文部科学省事業である２１世紀

COEプログラムとして採択された本学の「史資料ハ

ブ地域文化研究拠点」事業を実施するため、ロンド

ンリエゾン事務所として、アジア・アフリカ地域研

究の分野での両大学の研究協力の推進を目的に2004

年 3月に開設され、以後３年間、活用されてきまし

た。同プログラムは、この間、文部科学省の財政的

支援を受けてきましたが、支援期間が終了するにあ

たり、本学が新たに設置した地球社会先端教育研究

センターが同プロジェクトを継承することになりまし

た。これを機に、同リエゾンオフィスは、この４月より、

東京外国語大学が全学的に活用する海外拠点とする

こととし、名称を「東京外国語大学ロンドン・オフィス」

と変更することにいたしました。このため、かねてよ

り本学国際戦略の一つとして海外拠点の設置・運営

を支援してきた国際学術戦略本部（OFIAS）が、今後、
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ロンドン・オフィスを運営していくことにいたしまし

た。

2006 年 2月には、上記「史資料ハブ地域文化研

究拠点」による若手研究者養成事業の一環として、

SOASの東南アジア研究センター（Centre of South 

East Asian Studies）、日本学術振興会ロンドン研究

連絡センター（JSPS London Office）との共催で、

両大学大学院博士課程院生を中心とする研究討論会

「The SOAS/TUFS Postgraduate Symposium」を開

催いたしました。

両大学は2002年 12月に締結した大学間協定の他、

2007年 3月に、本学を含む世界のトップレベルの５

研究機関により発足したアジア・アフリカ研究・教

育コンソーシアム（CAAS）のメンバー機関として、

学術交流活動において更なる協力を進めており、国

際学術戦略本部はその中心的な役割を担っていく予

定です。

■所在地：ロンドン大学SOAS　Russell Squareキャ

ンパス

住所： Room349, Main Building

 School of Oriental and African Studies,  

 University of London

 Thornhaugh Street, Russell Square,

 London WC1H OXG, UK

＊図書館横エレベーターを３階で降りてすぐ

TEL/FAX： +44-(0)20-7419-2894（本事務所専用）

■交通案内

＊地下鉄、バス料金は2007年 5月現在のものです。 

＊ヒースロー空港はZone６、SOASはZone１です。

ロンドン・ヒースロー空港から

日本からの直行便はこちらです。ターミナルが 4つ

あり、JAL、ANAはターミナル３です。

1) 地下鉄（Tube/ Underground）Piccadilly 線にて

直通Russell Square 駅へ；所要 60分）

2) 専用電車（Heathrow Express）で Paddington

駅へ：15分：£14.50( 片道 ) £28.00( 往復）

 Paddington から地下鉄 Circle 線または

Hammersmith線にてEuston Square駅へ；

15分

 http://www.heathrowexpress.com



- The Russell Square Campus of SOAS

SOASラッセルスクエア・キャンパス

- TUFS London Office

東京外国語大学ロンドン・オフィス

- SOAS/TUFS Postgraduate Symposium, February, 2006

2006 年 2月に開催された「SOAS/TUFS Postgraduate Symposium」の様子

■

地下鉄最寄り駅（路線）

ラッセル・スクエア

（Piccadilly Line）  下車　徒歩３分

グッチ・ストリート

（Northern Line）  下車　徒歩７分

ウォレン・ストリート

（Northern Line / Victoria Line） 下車　徒歩10分

ユーストン・スクエア

（Circle Line / Hammersmith&City Line） 

 下車　徒歩７分

ユーストン

（Northern Line / Victoria Line） 下車　徒歩７分

■ お問い合わせ

東京外国語大学 国際学術戦略本部（OFIAS） 国際

リエゾンチーム

〒183-8534 東京都府中市朝日町 3-11-1

電話：042-330-5931 FAX: 042-330-5599

E-mail: ofias-office@tufs.ac.jp

http://www.tufs.ac.jp/common/is/kenkyu/ofias-j.html



東京外国語大学における国際学術交流協定に関するガイドライン

東京外国語大学における、外国の大学・教育研

究機関等との国際学術交流協定（以下「協定」

という。）の取り扱いについては、このガイドライン

の定めるところによる。

１．協定の目的

本学は、教育研究の基本理念として、InterACTing 

with the Global Societyを掲げ、日本を含む世界諸地

域の言語・文化・社会に関する教育と研究を通じて、

地球社会における共存・共栄に寄与することを基本

的目標としている。協定は、こうした基本的目標を実

現するため、本学が定めた学術の国際戦略に基づき

国際交流を推進し、本学の研究及び教育の国際的高

水準化に寄与することを目的とする。

２．協定締結の基本的方針

（1）協定の締結機関は、本学との協定締結前の交流
実績を考慮したうえで、協定の締結により国際共

同研究の推進や学生交流の一層の活性化が期待

できる外国の有力大学・教育研究機関等（以下「大

学等」という。）とする。

（2）本学との交流実績がないものの、有力な大学等

であって、上記１の目的を遂行するに相応しいと

考えられる場合、また、交流を推進する前提とし

て協定の締結が不可欠な場合には、当該大学等

との間で協定を締結することができる。

（3）上記（1）及び（2）のいずれにおいても、締結

大学等の規模等が本学に相応しいかどうかにつ

いて十分考慮するとともに、当該国等における評

価についても留意する。

（4）協定は、互恵平等の原則に基づき、双方の大学

等の研究・教育の発展にとって有益となる内容

とする。協定の内容は、大綱的なものとし、具体

的事項は、必要に応じ別途覚書を定めるものと

する。なお、覚書の内容は、当該覚書締結の基

盤とする協定の規定する範囲内のものでなけれ

ばならない。

（5）本学は、協定の内容を円滑に遂行するうえで必

要な環境を確保できるよう配慮する。

2007（平成19）年1月9日　　学　長　裁　定



（6）協定を実効性のあるものとするため、協定の有

効期間は、原則５年間とする。ただし、交流実

績を評価し締結期間を延長することが有効と判

断できる場合には、更新することができる。

（7）協定の計画、締結、変更、更新等の連絡調整に

関する責任体制を明確化するため、協定ごとに

協定担当責任者を置く。

（8）国際学術戦略本部は、締結した協定については、

定期的にその交流実績を把握し、評価を行い、

協定のより有効な運用に反映させる。

３．協定の種類

協定の締結内容及び範囲により、協定の種類は次

のとおりとする。以下において「部局」とは、外国

語学部、大学院地域文化研究科、留学生日本語教育

センター、アジア・アフリカ言語文化研究所をいう。

（1）大学等間の協定：本学の複数部局に係る分野に

関して、全学レベルの交流を行うことを目的とし

た協定で、２大学等間又は複数大学等間（コン

ソーシアム形式）によるもの。

（2）部局間の協定：本学の１部局に係る分野に限定

して、部局レベルの交流を行うことを目的とした

協定で、２大学の部局又は複数大学の部局（コ

ンソーシアム形式）によるもの。

４．その他

（1）本ガイドラインに基づき、協定締結の手順等に

ついては国際学術戦略本部が別途定める。

（2）「外国の大学等との学術交流協定に関する基本方

針について」（1997（平成 9）年 5月 28日国際

交流委員会決定）は、廃止する。



国際学術戦略本部（OFIAS）事業の一環として、

2007 年 5月 27日から6月 3日の 8日間、ア

メリカ・ミネソタ州・ミネアポリスのコンベンション

センターにおいて開催された第 59回NAFSA年次総

会に参加した。今回本学からは岡田昭人（外国語学

部准教授：兼OFIASコア・スタッフ）、長谷川武史（教

務課大学院係長）、元井洋一（留学生課専門職員）な

らびに佐藤さおり（OFIASリエゾンオフィサー）の４

名が出席した。

NAFSA（Association for International Educators：

国際交流協議会）は、アメリカの高等教育機関、とり

わけ大学等で国際交流や留学生教育を担当する人々

の連合体のようなものであり、学生交換留学の推進

と教育の質向上の検討をはじめとし、研究者の相互

交流や職員の資質向上をも視野に含めた情報・意見

交換を行う国際的な場であるといえよう。NAFSAは

関連する法案や予算措置に関して、アメリカ政府に

働きかけをすることも重要な活動内容となっている。

今回の出張の主な目的は1)アメリカその他世界各

国からの参加者と、情報・意見交換、交流を図る、2)

機会をとらえて協定校その他の各高等教育機関の情

報収集を行う、ということであった。本学から関係者

が公的に出張することはおそらく今回が初めてである

ということもあり、先ずはNAFSAの総会がどのよう

なものであるのかを知り、また雰囲気に馴染むことを

念頭においていた

総会の内容は参加者全員が大ホールで講演を聴く

といった形式をとるものあれば、開催期間中に様々な

分科会や発表会、またワークショップ（研修会）が

催されており、個々人が各自の関心や興味に応じて

参加するというのが基本的なものであろう。大ホール

の会合ではNAFSA執行部による組織運営の現状と

諸問題、今後の課題等が報告された。今回ゲストス

ピーカーの一人としてコリン・パウエル前米国国務長

官が招聘され、現役時代の外交的な話を含め、アメ

リカの教育についての講演を行った。

分科会においては、岡田はEducation Abroad団体

が主催する留学生交流に関する部会に出席し、関係

者と情報交換を行った。元井・長谷川は本学全体の

国際戦略に関係する分科会に参加し、特にヨーロッ

パで実施されている「ボローニャー・プロセス」の最

新情報を得た。佐藤はワークショップを中心に参加し、

第59回NAFSA年次総会参加レポート



「学生募集」、「危機管理」、「成績評価」、「単位互換」、

「学位認定」に関して多くの知見を得た。また各団体

が主催するレセプションがほぼ毎夕に持たれ、華や

かな社交の場に参加する機会に恵まれた。

またこうした分科会形式の他にも、コンベンション

センター内には「エキスポ・ホール」と称される特設

大会場があり、世界各国の関連団体（留学斡旋団体

や国際交流団体等）のブースが個別に設けられ、各

種相談やパンフレット資料の配布等の広報活動がさ

れていた。日本からも学生支援機構 (JASSO）を通じ

た大学がブースを出していた。

今回のNAFSA出張では、全世界的なレベルで学生・

研究者の交流を活性化させる重要性が述べられ、ま

たそれに対応する教育プログラムや実施計画（スキー

ム）の開発を早急に進めて行くことが強調されていた。

また本学においても、大学の国際化を目指した戦略

の策定が一層必要とされている。今後はNAFSAを

はじめ、EAIEや APAIE 等へも定期的に参加し最新

情報の取得と人脈形成を行うことが望まれよう。ま

た可能であるならば本学のプレゼンスを示すために、

ブースを出し優秀な人材の獲得に取り組んではどう

だろうか。

（報告者：外国語学部准教授　岡田昭人）

－Minneapolis Convention Center

ミネアポリス・コンベンションセンター
－At the Conference Registration

年次総会登録会場にて



4月初旬 4月初旬に新規着任した特任外国語教員 4

名を対象とした着任手続きサポート

4月3日 英国・ロンドン大学東洋・アフリカ研究学

院（SOAS）より、ポール・ウェブリー学

長 1名が、本学学長とOFIAS 本部長を表

敬訪問

4月6日 台湾国立成功大学より、張高評文学院院長

ほか合計14名がOFIAS本部長を表敬訪問

4月18日 OFIAS第 2回アドバイザリー・コミッティ

会議を開催（於：如水会館）

4月27日 タイ・スコタイ・タマティラット・オープ

ン大学より2名が本学を訪問

5月14日 -15日 　「南アフリカ・日本副学長フォーラム」

にOFIAS副本部長が出席（於：広島大学）

5月15日 タイ・農業協同組合省訪問団7名が来訪

5月21日 「日豪通商協定締結50周年の記念行事」に

OFIAS本部長が出席（於：国際文化会館）

5月27日 -6月 3日　2007 年 NAFSA年次総会に本学よ

り4名が参加（於：ミネアポリス・コンベ

ンションセンター、USA）

5月29日 メキシコ自治工科大学 (ITAM)より、ラファ

エル・フェルナンデス・デ・カストロ国際

学部長ほか合計 2名がOFIAS副本部長を

訪問

6月4日 外務省「平成19年度元日本留学者の集い」

（東南アジア・中国）にOFIAS本部長が出

席（於：東京プリンスホテル）

6月20日 2007 年度第 1回 OFIASブラウンバッグ

フォーラム開催（OFIAS副本部長）

6月28日 レソト王国特命全権大使モケレ・ランティエ・

リカテ閣下1名が来訪

6月下旬 6月末に離任した客員研究員2名を対象と

した離任手続きサポート

国際学術戦略本部（OFIAS-TUFS）活動報告（2007年 4-6月）

For more information, please contact the above.　　　　　　お問い合わせは上記の連絡先までお願いいたします。

Office for lnternational Academic Strategy
Tokyo University of Foreign Studies (OFIAS-TUFS)
3-11-1 Asahi-cho, Fuchu-shi, Tokyo 183-8534 Japan

国立大学法人東京外国語大学
国際学術戦略本部（OFlAS-TUFS）

〒 183-8534  東京都府中市朝日町3-11-1

Tel: +81-(0)42-330-5931; Fax: ＋ 81-(0)42-330-5599; Email: ofias-office@tufs.ac.jp
URL: http://www.tufs.ac.jp/common/is/kenkyu/ofias-j.html



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


